<教授用資料>
観点別特色
教科書名：Revised COMET English Communication I（104 数研 コⅠ344）
①　内　容

A. 学習者が身近に感じ，かつ知的好奇心を満足させられる，バラエティに富んだ題材を扱っている。Lesson 3（悩み相談），Lesson 4（世界の学校），Lesson 8（コンビニの工夫）は学習者の日常に関係する話題で親しみやすく，またLesson 2（和食），Lesson 10（カップラーメン）では身近な文化や製品が世界に繋がっていることを実感できる。さらにLesson 5（シロクマ，ピース）など学習者に職業を意識させるものや，Lesson 9（マララ・ユスフザイさん）のような，世界・社会について深く考えさせる題材も収録している。

B. 題材内容を一方的に与えるだけでなく，学習者自身の意見を引き出したり，クラスメートに意見を聞いたりする活動など，４技能を有機的に関連させる活動を用意している。
C. 英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図る態度を育成することが可能なように，本文理解のための設問指示文は英語を中心としている。ただし，学習者の負担に配慮して，具体的な解答例の提示などの工夫を行っている。
②　構成・分量（単元の配列や特色・分量）： 本資料末尾にCONTENTSを掲載。
A. 本課は，導入から課末の問題まで，すべて見開き１時限の構成となっていて，授業計画が立てやすい。
1. 導入ページでは，Your Goal! として，その課の到達目標を示し，学習者の意欲を高める工夫をしている。また，Warming Up（本文中の語とその関連語のピクチャー・ディクショナリー）では，無理なく語彙力の強化を図ることができる。さらに，Let’s Chant!（リズムに乗って短い文を読む活動）の英文は，その課で学ぶ文法事項を含むため，音声活動をしながら文法の導入ができるようになっている。
2. 本文の右ページは，New Words（そのパートで学習する新語）・Points to Check（代名詞が指す内容等の確認）・Comprehension（本文の内容把握問題）・What Do You Think?/How About You?（本文内容に関連した自己表現活動）となっており，本文を繰り返し活用して理解へと導く構成になっている。
B. Reading 2を除いて，ほぼ中学既習の文法事項のみで構成されている。１レッスンの長さはLesson 3 までは１パート（70 words程度）までに抑えられており，中高連携に配慮している。
C. 各レッスンの課末には必ずリスニング問題が入っているので，教科書を用いてリスニング面を強化することができる。
D. 本課以外の活動につき
1. Introductionでは，「アルファベット」「授業で使う表現」「和製英語」など，本課の学習に入る前に押さえておきたい内容をまとめている。
2. Get Ready! では，高校英語の導入として，英文法の基礎を確認する。単なる文法演習にとどまらず，自己紹介や他己紹介などの活動ができるよう工夫している。
3. Activityでは，「音読のコツを学ぶ」「宝物を紹介する」「買い物」「好きな人［もの］を発表する」など，さまざまな場面設定で４技能を使った活動ができ，実践的なコミュニケーション能力を養える。また，学習意欲を高めるよう，シンプルな評価基準を設けている。
4. Challengeでは，「クラスTシャツを作る」「クロスワード・パズルを作る」などの創作活動で，楽しみながら無理なく英語を使うことができるよう配慮している。

E. Lesson 5，Lesson 10 のあとにReadingを収録しており，週末・長期休暇の課題に利用することができる。
③　表記・表現 及び 使用上の便宜
A. 新語は脚注ではなく傍注であるため，目の動きに沿って追うことができる。また，発音記号には，初学者が積極的に発音するきっかけとなる，カタカナによる発音表記を併記している。
B. 脚注にはイディオムや固有名詞の解説のほか，導入ページの発音指導に対応する本文中の単語を示し，発音の意識を高める工夫をしている。
C. 課末のGrammarにつき

1. 文法解説では，イラストや図を多用しており，学習者が各文法事項の構造やそれが表すニュアンスを感覚的にとらえられるよう工夫している。
2. 練習問題にもイラストを多く用いており，使用場面がイメージしやすくなっている。また，設問指示文は適宜「～言ってみよう」「～対話してみよう」などとし，音読・発話につなげる配慮をしている。
D. 内容に即したイラストや写真が多く，魅力ある紙面構成となっている。
④　その他
A. 巻末に各課の題材内容を補足する資料を掲載し，本文理解の補助となるよう工夫している。
B. 巻末Word Listには，本書で扱った語の品詞や名詞の可算・不可算，動詞の活用，形容詞の比較変化などを記している。利便性の向上とともに，語彙への関心を高める配慮となっている。
C. 後ろ見返しには，動詞の不規則変化一覧を掲載しており，動詞の変化について基本的な理解が促進されるよう配慮している。
D. 判型・その他：B5判で紙面をゆったりととり，写真やイラストを効果的に提示している。
E. 学習指導要領の内容に関しても，各所において適切な扱いがなされている。
(1)-ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。
…各課 課末Listening，Activity 3 (pp.92-93) など

(1)-イ 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。
…各課Comprehension及びその補足活動，Reading 2 Comprehension(p.125)など
(1)-ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。

…Challenge 1 (pp.38-39)
(1)-エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。
…Activity 4 (pp.116-117)，Reading 2 Let’s Do It! (p.125) など
(2)-ア リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりすること。
…各課 Let’s Chant!，Activity 1, 2 (pp.30-31, 58-59) など
(2)-イ 内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり書いたりすること。
…Lesson 2 Comprehension① (p.25)，Lesson 6 Comprehension (p.67)，Activity 4 (pp.116-117) など
(2)-ウ 事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること。
…Activity 2, 4 (pp.58-59, 116-117) など
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◆CONTENTS  
　 総語彙数：1,073 / 新出語：401 / 総語数（Activity等含まず）：1,972
	Lesson/タイトル
	文章形式/分野
	内  容
	Grammar/Function

	1  Why Do You Study 
   English?
	アンケート
文化
	英語を学習する意義とは ― 生徒たちが自分なりの理由を答える
	現在形・過去形
*聞き返す表現　Pardon?

	2  Washoku: 
Our Traditional Food
	説明文
生活・文化
	ユネスコの無形文化遺産に登録され，世界で注目される和食の特徴を紹介
	助動詞
*人を誘う表現　Why don’t we ～?

	3  What Should I Do?
	メール文
生活
	友だちの言葉に傷つき，翌日無視してしまったリョウタがカウンセラーに相談する
	進行形

*人に助言する表現　Why not ～?

	4  My School, Your School
	会話文
異文化理解
	日本の学校と，ニュージーランドやペルーの学校との違いは？
	不定詞（名詞・形容詞・副詞<目的>の用法）
*相手の許可を求める表現　Can I ～?

	5  Peace, the Polar Bear
	説明文
動物・仕事
	日本で初めてシロクマを人工哺育した高市さんの苦労とは
	動名詞（主語・補語・目的語として）
*人に依頼する表現　Could you ～?

	Reading 1  
   Let's Try Riddles!
	なぞなぞ
	6問の英語のなぞなぞに挑戦
	(It is ～ to do)

	6  Flying Wheelchairs
	説明文
福祉・仕事
	工業高校の生徒たちが修理した車椅子を海外に贈る活動
	現在完了（継続・経験・完了）

*感謝を表す表現　Thank you for ～.

	7  Moving As One
	説明文
自然・科学
	鳥や魚の群れの動きのルールとその産業界での応用例
	受け身
*人に謝る表現　I’m sorry I ～.

	8  Convenience Stores:
 the Keys to Their 
 Success
	ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
生活・社会
	客に買ってもらうためのコンビニエンス・ストアの工夫とは
	現在分詞・過去分詞（形容詞用法）
*相手を心配する表現　What’s the matter?

	9  Malala Yousafzai:
Education Can Change the World
	説明文
人権・教育
	17歳でノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフザイさん ― 彼女が訴え続けるメッセージとは
	比較

*相手をほめる表現　I like your ～.

	10  Ando Momofuku:
    the Father of 
    Instant Noodles
	説明文
人物・仕事
	インスタントラーメンを発明した安藤百福さん ― 彼のひらめきからカップ麺が誕生するまで
	関係代名詞（who / which / that）

*自分の希望を伝える表現　I’d like to ～.

	Reading 2  
   Hachiko
	物語文
動物・愛情
	最期まで主人を慕い続けた忠犬ハチ公の物語
	(分詞構文，仮定法過去 <I wish+仮定法過去のみ>，関係副詞 <whereのみ> )



